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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 

X
（
旧
）
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
：
／
／
ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
．
ｃ
ｏ
ｍ
／
Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｋ
ｙ
ｕ
ｓ
ｙ
ｕ

 
ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
は
梅
雨
明
け
が
早
く

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
例
年
で
あ
れ
ば
今
か

ら
が
、
夏
本
番
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
猛
暑
日
（
３
５
℃
以

上
）
に
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
こ
ま
め
な
水
分
補
給

だ
け
で
な
く
、
休
憩
時
間
を

守
り
、
し
っ
か
り
体
を
や
す

め
る
こ
と
が
熱
中
症
予
防
に

も
繋
が
り
ま
す
。 

 
 

 

ホ
ン
ダ
は
１
８
日
ま
で
に
、

業
務
用
の
電
動
バ
イ
ク
「
ベ

ン
リ
ィē

Ⅰ
」な
ど
１
０
車
種

で
、
着
脱
式
の
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
か
ら
出
火
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
し
て
、
計
１
万

９
２
７
９
台
（
２
０
２
１
年

７
月
～
２
３
年
４
月
生
産
）

の
リ
コ
ー
ル
を
国
土
交
通
省

に
届
け
出
た
、
と
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。 

電
動
バ
イ
ク
は
全
国
の
郵

便
局
で
約
２
万
３
千
台
配
備

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
６
月
か

ら
７
月
に
か
け
て
郵
便
局
で

も
配
達
中
や
車
庫
で
の
火
災

が
３
件
発
生
し
て
い
ま
す
。 

  

福
岡
市
で
配
達
中
に
火
災 

 

最
初
に
起
き
た
の
は
２
０

２
５
年
６
月
４
日
、
福
岡
市

の
筑
紫
局
の
配
達
中
の
電
動

バ
イ
ク
で
し
た
。
配
達
員
へ

の
人
的
被
害
、
郵
便
物
へ
の

延
焼
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

消
防
と
と
も
に
ホ
ン
ダ
が
現

地
調
査
を
実
施
。 

６
月
３
０

日
の
時
点
で
、
バ
ッ
テ
リ
ー

交
換
を
実
施
す
れ
ば
使
用
停

止
の
必
要
は
な
い
と
の
ホ
ン

ダ
か
ら
の
説
明
が
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

神
奈
川
県
で
車
庫
か
ら
火

災 

日
本
郵
便
寒
川
郵
便
局

（
神
奈
川
県
寒
川
町
）
で
２

０
２
５
年
７
月
８
日
９
時
前
、

配
達
用
車
両
の
車
庫
か
ら
火

災
が
発
生
し
、
配
達
用
バ
イ

ク
２
８
台
が
全
焼
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
半
数
以
上
の
１
８

台
は
電
動
バ
イ
ク
で
、
警
察

と
消
防
が
火
災
の
原
因
を
調

査
し
た
結
果
、
電
動
バ
イ
ク

の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
用
い
ら
れ

る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

充
電
中
に
出
火
し
た
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。 

火
は
お
よ
そ
１
時
間
後
に

消
し
止
め
ら
れ
、
け
が
人
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
火

災
に
よ
り
、
寒
川
郵
便
局
の

管
内
で
は
普
通
郵
便
の
配
達

の
一
部
に
遅
延
が
発
生
し
た

と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

熊
本
市
で
も
配
達
中
で
の

火
災
が 

２
０
２
５
年
７
月
８
日
夕

方
、
熊
本
市
の
熊
本
中
央
局

で
も
福
岡
と
同
じ
く
配
達
中

電
動
バ
イ
ク
か
ら
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
。 

電
動
バ
イ
ク
は
バ
ッ
テ
リ

ー
に
充
電
し
た
電
気
を
使
い
、

モ
ー
タ
ー
を
動
力
と
し
て
走

る
バ
イ
ク
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン

を
燃
料
と
し
た
バ
イ
ク
よ
り

エ
ン
ジ
ン
音
が
な
く
、
排
出

ガ
ス
も
出
な
い
環
境
に
優
し

い
乗
り
物
で
す
。
走
行
中
の

振
動
や
騒
音
が
少
な
く
疲
労

の
蓄
積
が
少
な
い
と
い
っ
た

と
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、

一
回
の
充
電
で
走
れ
る
距
離

が
短
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
発
火

の
可
能
性
が
あ
る
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
を
使
用
し
て
い

ま
す
。 

 

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に

は
、
可
燃
性
の
電
解
液
が
使

わ
れ
て
お
り
、
高
温
環
境
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
で
内
部
の

温
度
が
上
昇
し
、
異
常
発
熱

や
発
火
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
搭
載
の

商
品
は
夏
場
に
発
火
事
故
が

増
え
る
傾
向
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
今
回
の

３
件
の
火
災
は
夏
場
に
発
生

し
て
い
ま
す
。 

長
中
局
で
は
、
電
動
バ
イ

ク
の
台
数
は
少
な
い
で
す
が
、

近
隣
局
で
は
ガ
ソ
リ
ン
バ
イ

ク
よ
り
、
電
動
バ
イ
ク
の
ほ

う
が
多
い
の
で
は
と
思
え
る

ほ
ど
よ
く
見
か
け
ま
す
。 

外
務
社
員
は
バ
イ
ク
に
命
を

預
け
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

３
件
の
火
災
で
は
幸
い
人

的
被
害
は
な
か
っ
た
み
た
い

で
す
が
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
か
ら
の
発
火
事
故
は
死

亡
事
故
に
も
繋
が
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
乗
車
す
る
社

員
の
安
全
を
守
る
た
め
に
も

会
社
は
バ
イ
ク
の
安
全
を
確

保
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。 

安
心
し
て
乗
務
で
き
る
対
策 

を
求
め
ま
す
。 

 

２
０
２
５
春
闘 総

括
集
会 

７
月
１
８
日
（
金
）
長
崎

勤
労
福
祉
会
館
で
「
２
０
２

５
春
闘
総
括
集
会
」
が
開
催

さ
れ
、
山
田
支
部
長
が
出
席

し
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
加
盟
組
織
の

８
組
合
か
ら
、
２
５
春
闘
の

状
況
や
、
職
場
の
状
況
な
ど

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
も
２

５
春
闘
の
状
況
報
告
と
併
せ

て
不
適
切
点
呼
問
題
で
の

「
貨
物
運
送
事
業
の
許
可
の

取
り
消
し
」
に
よ
る
職
場
の

状
況
な
ど
を
発
言
し
ま
し
た
。 

 

集
会
は
参
加
者
全
員
の
拍

手
で
議
案
が
採
択
さ
れ
終
了

し
ま
し
た
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 

ＮＯ．４５６４ 

`2５年７月２２日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


